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熱硬化させたCFRP
(150℃, 24h)

●TG測定 ●温度の影響 (60 min) ●H2O2濃度の影響 (280 ℃, 60 min) 

・ H2O2濃度増加に伴い樹脂分解率上昇・300 – 500 ℃においてCFRP に含まれる
熱硬化性樹脂の熱分解が進行

・H2O2濃度増加に伴い反応速度上昇
・60 min以降いずれも樹脂分解率は上昇しない

・炭素繊維に付着した熱硬化性樹脂を除去
・チャーの生成を抑制し樹脂を分解

・260, 280℃において樹脂分解率は同程度
・5 wt%, 280℃, 10 minで樹脂分解率99.2%達成

溶融塩浴

●TG測定
分析装置 : TGD – 9600 (アルバック社)
試料 : CFRP 0.015 g
昇温速度 : 10 ℃ /min
温度範囲 : 室温 – 800 ℃
雰囲気 : Ar

●用いた試料 ●装置図

●各H2O2濃度における経時変化(280 ℃) ●各温度におけるH2O2濃度の影響(10 min) ●SEM画像による反応残渣の表面比較

CFRP 試料量 [g] － 反応残渣量 [g]

CFRP 試料量 [g] × 樹脂含有率 (0.328) 

(a)分解前のCFRP (b)分解後の反応残渣
(5 wt%, 280℃, 10 min)

400μm

●特徴・用途例1)

✓軽量

✓高強度

✓耐腐食性

3.5 mL 回分式反応管

撹拌翼熱電対
2 mm

●反応条件
試料
溶媒
H2O2濃度
反応温度
反応時間

: CFRP 0.05 g
: water, H2O2 aq 2 g
: 1 – 7 wt%
: 220 – 320 ℃
: 10 – 180 min

・H2O2添加、反応温度上昇によって樹脂分解率上昇
・320℃では熱硬化性樹脂の熱分解が進行

●既往の研究

熱分解法3)

(500℃, 180 min)

○処理能力が高い

×炭素繊維の劣化

様々な産業で需要増加が予測
✓炭素繊維の製造コスト

✓埋立処理による環境負荷

400μm

●課題2)

超臨界流体法5)

(270℃, 90 min, methanol)

○炭素繊維の劣化を抑制

×有機溶媒の使用

・反応温度 320 ℃ では熱硬化性樹脂の熱分解が進行
・H2O2濃度増加および反応温度上昇に伴い樹脂分解率は上昇
・H2O2添加熱水によって効率的に樹脂を分解 (5 wt%, 280 ℃, 10 minで樹脂分解率 99.2%達成)

5. 結論

4. 結果と考察

3. 実験方法

H2O2 添加熱水を用いた CFRP に含まれる熱硬化性樹脂の分解率に対する
H2O2 濃度、反応温度および反応時間の影響を調査

2. 目的

1. CFRP (炭素繊維と熱硬化性樹脂の複合材料)

炭素繊維を回収するため

CFRPの樹脂を分解する技術が必要

過酸化水素 (H2O2) 添加熱水を用いて

環境負荷を抑制し、効率的に樹脂を分解

210

樹脂分解率 [%]=  ×100

超臨界水酸化法4)

(440℃, 30 min, O2 添加超臨界水)

○反応時間が短い

×炭素繊維の劣化
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